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平成 29年 7月 21日 

（一社）東京都トライアスロン連合 

強 化 委 員 会 

 

東京都競技力向上事業＜ジュニア特別強化事業＞ 

2017 TMTUジュニア国内大会遠征支援事業 実施報告書 

 

 掲題に関しまして、下記の通り実施したことを報告いたします。 

 

記 

１ 遠征支援大会名 

第 19回日本ジュニアトライアスロン選手権（2017／仙台） 

（日本 U19トライアスロン選手権（JOCジュニアオリンピックカップ）） 

 

２ 主 催  東京都・公益財団法人東京都体育協会・ 

 

３ 遠征期間  平成２９年７月１日（土）～７月２日（日） １泊２日 

   （１）大会開催地 宮城県仙台市七ヶ浜特設会場 

（２）選手団合宿所 

       合宿所名：オレンジ・イン仙台東 

所在地 ：〒983-0833 宮城県仙台市宮城野区東仙台 3-12-47  

TEL:022-299-4100／FAX:022-291-2063 

URL：http://www.orange-inn.jp/guide/guide.html 

 

４ 参加者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ スタッフ：ヘッドコーチ 平野 司（東京都トライアスロン連合／日体協トライアスロン指導者） 

   コーチ  堀越 和彦 （TMTU強化委員／日体協トライアスロン指導者） 

名前 性別
TMTU強化

指定区分

中山　彩理香 女 A指定

甲斐　瑠夏 男 B指定

辻田　洸希 男 B指定

福島 旺 男 B指定

國澤健大 男 B指定

横川汐音 女 B指定

古屋 無為 男 C指定

黒川 由宇 男 C指定

油井　明澄 男 C指定

齊藤 快 男 C指定

山内　渚 女 C指定
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１． 実施行程 ：別添参照 

 

２． レースレポート（ヘッドコーチ 平野 司）  

 

 ジュニアの日本選手権となる今大会、個々高い意識で挑むことができていたと思います。 

 前日の試走、試泳は入念に細かい点をチェックしつつ、自身の課題となる種目、頑張りたい

種目を中心に行いました。3種目行う人がほとんどでしたが強制はしませんでした。 

 競技説明会は教育という部分も含まれており、記者会見が全員の目の前で実施。受けている

選手はもちろん、こういう場を見るだけでも勉強になるなと感じました。 

 レース当日の朝は朝早くから親御さんのサポートもあり、流れよく会場入りできました。 

 駐車場と会場が遠いことがネックではありましたが、選手はアップ時間もしっかりと確保で

き、良い状態でスタートへ迎えていたように思います。 

 レースにおいては、全員がトラブルなく無事に完走することができました。 

 思った以上にレースで力を発揮できた選手、狙っていた順位から大きく外れてしまった選手

もいましたが、最期まで諦めずにレースを終えられていたことは本当に良かった点だと思いま

す。 

 これにはサポートスタッフ以外に親御さんのサポートも大きな影響があったように感じま

す。親御さんの支えなくしてベストパフォーマンスはなかったと言っても過言ではありません。 

 暑い中東京都の選手をサポートして下さった親御さんに感謝です。 

 今回の反省点としては、アップの時間を個々もう少し前日にヒアリングして円滑にアップに

入っていけるとよかったなと感じました。ローラー台を使いたい選手に対し、どこで行うのか

も重要なポイントだと思いました。今回は雨で濡れていて持って行っていた 3本ローラーが使

えず、道でのアップになったこと、この点だけ想定とは異なった状況となってしまいましたが、

試走を兼ねてバイクを会場を使ってのアップに切り替えることができ、ひとまず問題はなかっ

たものの、もう少し不安要素をなくしてスタートラインに送り込むことができていればと反省

がありました。 

 強い選手はどんなレースでも強い。ダメだった選手には何かしらダメだった要因があります。 

 個々が今一度レースを見直し、自身と目標との差がどうだったかを分析することで今後に上

手く繋げていてってもらえたらと思っています。 

 TMTUの強化選手から、強い選手がでてくるよう今後の指導に励んでいきたいと感じたレー

スとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

３． 大会の様子 
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４． アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

名

前
スイムの反省点

その反省を踏まえ

強化したいスイム

のポイント

トランジションの

反省点

その反省を踏まえ

強化したいトラン

ジションのポイン

ト

バイクの反省点

その反省を踏まえ

強化したいバイク

のポイント

ランの反省点

その反省を踏まえ

強化したいランの

ポイント

来年の同じ大会会

場なら注意したい

こと

その他　自由記入

欄

スイムアップ後の

ビーチランが遅

かった。そこで後

ろとの差が詰まっ

てしまった。

スイムの後、脈が

上がっている状態

で走れるようにす

る。

砂浜を走る練習を

する。

T1はスムーズに行

けたが、T2に入る

のが一番後ろに

なってしまい、ラ

ンスタートが出遅

れてしまった。

バイクフィニッ

シュ前に、集団の

前にでて、ランス

タートは一番最初

に出れるようにす

る。

前のパックをあと

5メートルのとこ

ろで流してしまっ

た。

ローテーションを

回せず、つきに

なってしまうこと

が多かった。

Uターンでちぎれ

かけた。

集団の時、自分が

どの位置にいるべ

きなのかわからな

い時があった。

足をつってしまっ

た。

あと少しでつけそ

うな時は、きつく

てもしっかりつ

く。

集団の後ろにいる

と、Uターン後が

きつくなるから、

積極的に前に行

く。

Uターンでちぎれ

かけるのは、ダン

シングでの加速力

をつける。絶対的

スピードをつけ

る。

ピッチが遅かっ

た。

足をこれ以上つら

ないようにと思っ

ていて、攻め切れ

なかった。

アップダウンの走

り方がわからな

かった。

上り坂の時こそ

ピッチでのぼるよ

うにする。

足をつらないよう

にするために、塩

分や水分を事前に

しっかりと取るよ

うにする。

上りは身体を少し

前傾させる。

バイクラン共に

アップダウンが激

しいコースなの

で、平坦だけでな

く、上りの練習

(ヒルクライムや

クロカン)を増や

す。

スイムは、場所に

よって海の状態が

変わるので、適宜

対応できるように

する。

古
屋
無
為

スタートが遅れ

た。ベストなコー

スどりができな

かった。ドラフ

ティングができな

かった。他の選手

に引っ張られた

り、沈められ、体

力と時間をロスし

た。

コースや周りの状

況をを確認しなが

ら泳ぐ練習をす

る。

スイムからトラン

ジションまでに数

人に抜かされた。

体力温存を考え

ず、常に全力でや

る。

走りながら乗車出

来なかった。登り

坂で大きくタイム

ロスした。バテて

しまった。

練習不足。この夏

の一番の強化ポイ

ント。マシンを併

用して練習した

い。

モモ上げ、腕振

り、全て出来な

かった。途中両足

がつって、走れな

くなった。その後

は頭も働いていな

かった。もったい

ない事をした。

疲れてからの走り

を意識して練習す

る。

準備、準備、準

備。準備して、心

に余裕をもって

レースに臨む。

ご指導ありがとうご
ざいました。また、

色々と教えて欲しい
です。

辻

田

　

洸

希

スイムで、腕の回

転を速くするのを

意識したが、まだ

その泳ぎに慣れて

なくてスピードが

出なかった。

泳力が足りなかっ

た。

リズムをとって泳

ぐ泳ぎを体に定着

させる。

泳力をつける。

海からトランジ

ションエリアまで

のランが遅かっ

た。

スイム後のランで

もっと体が動くよ

うにする。

集団から２周目の

上り坂でちぎれ

た。

もっとバイクの走

力をつける。

走力が単純になく

て、速く走れな

かった。

お尻まわりの筋肉

が弱いので、走り

込みとは別に

チューブトレーニ

ングなどをやって

いく。

バイクの走力がも

ろに出るコースな

ので、バイクの走

力をつけて臨みた

い。

山

内

　

渚

スタートしてすぐ

に周りについてい

けなかった事。

練習不足。

1回1回の練習を

もっと真剣に取り

組む。

特になし。いつも

通り。

トランジションは

得意としているの

で、現状維持また

はよりスムーズに

行えるようにした

い。

練習不足。

坂道での練習を増

やす。ダンシング

をうまくできるよ

うになる。

バイクで疲れすぎ

て1週目で全然足

が上がらなった。

練習不足。

もっとスピードを

つける。

バイクのコースで

は、ダンシングを

使って登れるよう

にしたい。

もっと練習して、

来年は真ん中くら

いの順位でゴール

したいです。

バイクとランの

ラップの順位を10

番台にしたいで

す。

甲

斐

 

瑠

夏

スタートでは、ぬ

けることができた

が位置どりが悪く

第1パックから出

ることができな

かった。

集団で泳いでる時

も、冷静に判断で

きるオープン

ウォーターの技術

を強化したい。

今回は比較的うま

くいきました。

今度は周りよりも

速くできるように

強化していきた

い。

コーナーからの立

ち上がりが遅く、

集団から離れそう

になった。

バイク自体の実力

とゼロスタートを

強化したい。

今回はアップダウ

ンが多く足が動か

なくなった。

スイム、バイクの

後でもランがいつ

も通りできる力を

つけたい。

このステージは、

アップダウンが多

いので、それに耐

えられる筋力、持

久力をつけて臨み

たい。

今回は応援、サ

ポートしてくださ

り有難うございま

す。

今後もよろしくお

願いします。

福

島

旺

4位で上がれて良

かった。

ヘッドアップで前

方をしっかり見て

状況を把握できる

ようにしたい。

5人に抜かれた。 もっと練習する

ドラフティングで

トップ集団に入る

ことができたけ

ど、すぐにちぎれ

てしまった。

経験を積む。 姿勢が崩れた。
体幹トレーニング

を沢山する

バイクで折り返す

時に集団において

いかれるので、そ

この練習をする。

頑張ります！
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朝 昼 晩

 11:45  仙台駅で集合する選手集合　　 ステンドグラス前 仙台駅

 13:00  現地集合仙台市七ヶ浜スイム会場 集合後結団式 七ヶ浜スイム会場

 13:30  ラン練習 コース確認

 13:50  スイム試泳開始 コース取り確認・スイムアップ経路確認

 14:30　スイム試泳終了

 15:00 バイク試走　１周半の予定 そのまま説明会場へ

 15:50-16:10  代表選手記者会見 代表選手会見に選手も入るように促された 七ヶ浜生涯学習センター

 16:15　競技説明会 七ヶ浜生涯学習センター

 16:45  競技説明会終了
競技説明会場内

バイクシューズは×

 17:45  宿舎到着 すぐ夕食 オレンジ・イン仙台東

 18:30  夕食　終了

 19:30　朝食買出しへ イオン・ファミリーマート

 20:30　ミーティング レースを想定しての注意事項確認

 21:30  就寝 （周回、乗降車ライン、ナンバーなど）

７月１７日(日) 【午前】

 04:40  起床 オレンジ・イン仙台東

 05:00　駐車場集合  出発

 05:50　会場到着 一度会場近くに駐車、テントなど備品を下ろす 出入り可能な駐車場へ移動

 06:45-07:35  トランジションオープン 三本ローラー持参するもタイヤがぬれて空回り

 06:50-07:35  スイムウォームアップ

 07:20-07:35  選手チェクイン

 07:35   スタートエリア集合

 07:45　開会式

 08:00   男子スタート ２０．５度ウェット着用なし。

 08:08  女子スタート

 10:30  写真撮影

 11:00  解団式・現地解散

　備　考

【監督・コーチ（２名）】　平野司，堀越和彦

【参加選手（１１名）】齊藤快、甲斐瑠夏、國澤健太、辻田洸希、油井明澄、黒川由宇、福島旺、古屋無為、中山彩理香、横川汐音、山内渚

１日目 ７月１６日(土)

× × ○

２日目

○ × ×

旅　行　名 TMTUジュニア国内大会遠征支援事業（U19　仙台）

旅行期間 平成２９年７月１(土） ～ ７月２日(日) １泊２日

日目 月　日 スケジュール
食事

内容 場所
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